資料③：行動援護類型に該当する事例

愛知県Ａ事業所
	※行動援護類型判定基準（5／２０）

	項
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０

	点
	0
	1
	0
	0
	0
	2
	0
	0
	0
	2


	事例①

利用者

プロフィール
	年齢　　29歳
	性別　　男性
	所属等
	　　　　授産施設

	
	障害程度
	知的障害　判定Ｃ　　てんかん

	
	家族関係での

特記事項
	本人・父・母・兄

	
	その他特筆すべき事項

	
	· てんかん薬服薬のため、よだれがでやすい。

· 発作は1日に5回程度ある。突然の発作のため、いままでにもエスカレーターに乗っている際に、発作になり、後ろに倒れ、頭を3針ほど縫う。てんかん発作の後は、視点がさだまらず、発作の前後のことは一切記憶にない。

· 記憶にないがために、そのときに起きたことが理解できず、その説明をするのには、怪我の処置とともに、精神的なフォローを必要とする。

· 通常の生活は、食事・排泄・入浴とすべて自分で行える。自転車に乗ることもできる。

· 近所のスーパーで買い物ができる程度にお金の計算もできる。

	サービス内容
	支援費種別　　移動介護　6時間　レスパイトサービス(私的契約)　24時間

	
	· 保護者が共働きであるが、一人でなんでもできるのだが、一人では、発作時に死の危険性もあるために、長時間の利用が多い。

· てんかんがあるために、理解力がありながらも、外出をするためには、力量が高い介助者を必要とするため、外出の機会が少なく、ストレスがたまる。（母では介助ができない・男性の介助者の必要あり）

· ストレス発散や社会参加活動のための外出（買い物・散髪など）

	サービス

提供上

の留意点
	· 介助者は、いつてんかん発作がおこり、倒れてもいいように、本人の斜め後ろに立つ。かつ、その距離は、本人にすぐ手の届く範囲とする。階段やエスカレーターは、乗らす、できるだけエレベーターに乗る。

· とても理解度が高いため、過剰な介助は嫌うため、必要以上に関わることはしない。

· 発作の後の混乱があるため、怪我等の処置をするとともに、冷静にそのときの状態を話す。

· 車の近くを歩くときは、介助者が車側に立つ。

· 本人の様子を見ながらも、その先の危険物がないかをみながら、今から歩く進路を選びながら行動する。



	※行動援護類型判定基準（8／２０）

	項
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０

	点
	2
	2
	0
	0
	0
	0
	2
	0
	0
	2

	事例②

利用者

プロフィール
	年齢　　１6歳
	性別　　男性
	所属等
	　養護学校　高学部　　　　　　　

	
	障害程度
	　重度知的障害　判定A　身障1種3級

	
	家族関係での

特記事項
	本人・母・父・姉・妹・弟



	
	その他特筆すべき事項

	
	· 手足に麻痺があるため、早くは歩けない。ふらつきがある。注意をしてみていないと、少しの隙に、ふらっと道路にでてしまう。

· 発作があり、部分発作のあと、全身発作へとつながる。

· 動くものが好きで、自動ドアに興味があり、自動ドアの前があるとそこから動けなくなる。

· 食事・トイレ・入浴には介助が必要。

· 奇声や他害はなく、普段は静かだが、いざ動くときに動くまでに時間がかかったり、声をかけるタイミングをずらすと動けない。また、ふらっと立ち上がったときに、発作があったり、道路にでてしまったりと、常に介助者は緊張して見守りをしないと、危機回避が出来ない。

	サービス内容
	支援費種別　　身体介護　6時間　身体介護を伴う移動介護6時間　レスパイト8時間

	
	· 身体機能が低下しないように、適度な散歩（身体介護）

· 母が病弱のため、その病院通いの間の預かり（レスパイト）

· 社会参加のための外出（移動介護）

	サービス

提供上

の留意点
	· ふらつきがあるため、常に身体を支えるか、すぐに手の届く範囲での介助が必要である。

· 危険の察知ができないために、道路への緩やかな飛び出しや、危険なものに手を出してしまうなどの行為があるため、周囲の危機回避の必要なものを常に把握しながら、どう動くかわからない本人の行動を支援する必要がある。

· エスカレーターと自動ドアに対する極度のこだわりがあるために、それらがある場所での介助は、いつも以上の配慮をしなければならない。それらの前で座り込み、動くことが出来なくなり、周りの人に著しい迷惑をかけることとなる。つまり、どこかに行く前には、その場所のエスカレーターなどの配置を把握する必要がある。


	※行動援護類型判定基準（6／２０）

	項
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０

	点
	0
	0
	2
	0
	0
	2
	2
	0
	0
	0

	事例③

利用者

プロフィール
	年齢　　３５歳
	性別　　男性
	所属等
	　通所授産施設　　　　　　　

	
	障害程度
	　重度知的障害　判定Ａ　自閉症

	
	家族関係での

特記事項
	両親共働き（自営）家庭

	
	その他特筆すべき事項

	
	· 以前は、一般就労をしていたが、リストラにあう。

· 異性への強い関心があり、女性を見ると、胸やおしりを触りにいってしまう。言葉での注意では、止められず、ベテランの介助者でなくては、介助ができない。

· 言葉は、オウム返しかCMの宣伝を口ずさんでいる。

· 異性へのトラブルで何度も警察のお世話になっている。

· 身辺処理はすべて自分でできる。

	サービス内容
	支援費種別　　　　　身体介護を伴う移動介護9時間　

	
	· 男性ヘルパー1名（常勤スタッフ・介助経験3年以上）での対応

· 平日の夕方に2～3時間程度での外出（スポーツ・陶芸クラブなど）。

· 休日2～3時間程度の外出（外食など）。



	サービス

提供上

の留意点
	· 外食や、外出を楽しみに授産施設での仕事をしている。食事に集中している時などは、落ち着いているが、女性が目の前を通ると、奇声を発する。

· 歩行の際は、常時隣について、体の一部を支えていないと女性のところに突進してしまう。

· 一瞬のすきも見逃さないため、彼の介助に長く関わっている方でない限り、地域の方に迷惑をかけてしまうため、外出ができない。

· 支援者は、彼の目の動きを見ながら、今どこに興味が行っているのかを把握するとともに、前後に女性がいないかを常に把握している必要がある。

· また、支援の前には、下見をして他の方に迷惑がかからない進路を事前に考えておく必要がある。


	※行動援護類型判定基準（6／２０）

	項
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０

	点
	0
	0
	0
	2
	0
	2
	0
	2
	0
	0


	事例④

利用者

プロフィール
	年齢　　30歳
	性別　　男性
	所属等
	　　　一般就労　

	
	障害程度
	知的障害　判定Ｂ　自閉症

	
	家族関係での

特記事項
	本人・兄1人・母・父（父母ともにはたらいている）

	
	その他特筆すべき事項

	
	· 身辺自立は、出来ている。文字等も読むことが出来、言葉でコミュニケーションをとることができるが、言葉のニュアンスをとらえることは難しい。

· 週5日、工場に勤務し、就労先には、自転車で通っている。

· 予定の変更や予定時間のずれがあると、我慢することは出来るが強いストレスを抱えることが多く、パニックを起こすことがある。

· 男性に対しての恐怖感があり、男性に関わられるとパニックを起こす。

· 記憶力が高く、いやな思い出はずっと残っていて、同じような状況下に置かれると思い出しパニックを起こすことも多い。

· 自分で計画して行動をすることが出来るが、それがくるうとストレスを抱えやすい。

· パニックの状態：大声を出して他人を叩いたり、物を叩いたりする。ものを破壊してしまったり、怪我をさせてしまったりすることがある。

· 2年ほど前までは兄が本人のストレス発散の標的になっており、家庭内暴力が毎日のように続いていた。兄はそれに耐え切れず家を出ている。最近では、母にも他害行為をし母が悩んでいる。

	サービス内容
	支援費種別　　身体介護　6時間　身体介護を伴う移動介護　6時間

	
	· 女性スタッフが対応。（男性スタッフでは、パニックを起こすため）

· ストレス発散の目的で、自分で計画して行動していく過ごし方をする。

· 仲間と一緒に関わるというよりは、仲間がやっている空間に一緒に居ることが好きなため

イベント活動に参加する。

	サービス

提供上

の留意点
	・スケジュールを分かりやすくし、安心して時間を過ごせるよう、スケジュールボードを作る。

・自分で計画を立てて実行する過程を利用の中で造っていく。

・公共の施設利用の時には、利用するまでの間に、施設側に理解を得てもらう時間を持っていく。

・本人の思いを聞き取れるよう、介助者は傾聴姿勢をとる。

・本人の状態を常に把握しながら、行動化が現れたときにはすぐに対処できる体制をとる。

・行き先で落ち着ける場所などを事前に把握しておく。

	※行動援護類型判定基準（6／２０）

	項
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０

	点
	0
	0
	0
	0
	2
	2
	2
	0
	0
	0

	事例⑤

利用者

プロフィール
	年齢　　29歳
	性別　　男性
	所属等
	　授産施設　　　　　

	
	障害程度
	　知的障害　判定C　自閉症　統合失調症

	
	家族関係での

特記事項
	本人・母・父・姉・妹

	
	その他特筆すべき事項

	
	・　身辺自立は出来ているが、声掛けがないと動作が止まり動かなくなってしまうことがある。

· 言葉でのコミュニケーションは可能であるが、なれない人と会話をするのが苦手であり、声がか細くなる。

· 排泄の後、水を流さないため、声掛けが必要。

· 気になるものに触れていく行為が続いたり、何度も同じ行動を繰り返し、15分から30分以上先に進めないことがある。

· 道に落ちているゴミなどにこだわりを示し、拾って口に入れたりしてしまう。

· 危険回避は出来ず、興味のあるものを見つけると、飛び出してしまったりする。

· ストレスがたまってくると、母を叩いたりすることがある。

	サービス内容
	支援費種別　　　身体介護を伴う移動介護　6時間

	
	· 休日や、授産施設の利用後に余暇で利用。

· 男性及び、女性のヘルパー1人での対応。



	サービス

提供上

の留意点
	· 危険回避が出来ないため、常に解除者はそばについている必要がある。

· 小さなゴミなどを拾って口に入れてしまうため、環境に注意する必要がある。

· こだわりが強く出ているときには、石のように固まって動かなくなるが、時々声を掛けながら、動くきっかけが出てくるのを介助者が穏やかな気持ちで待つ。


	※行動援護類型判定基準（6／２０）

	項
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０

	点
	1
	0
	1
	0
	0
	0
	2
	0
	0
	2


	事例⑥

利用者

プロフィール
	年齢　　32歳
	性別　　女性
	所属等
	　授産施設　　　　　　

	
	障害程度
	　重度知的障害　判定Ａ　てんかん

	
	家族関係での

特記事項
	父、母、兄とともに暮らす。

	
	その他特筆すべき事項

	
	· 身辺自立は出来ているが、てんかん発作が一日1回以上はあるため、」常に見守り、危険回避をする必要がある。

· 言葉でのコミュニケーションが可能であるが、言葉が出るまでに時間がかかる。初対面の人だと、余計に出なくなる。

· 発作の方：ミオクロニー発作、決心発作、強直間代発作。強直発作、児童症

· 人からいわれたことを気にして、落ち込むことがあり、動作がかなり緩慢になることがある。-

	サービス内容
	支援費種別　　身体介護　15時間　　行動援護17時間

	
	· 女性ヘルパー1名で対応。

· 自宅での入浴。気分転換、体力保持のための散歩。

· 自立にむけて、地域活動の中での料理教室に通っている。

	サービス

提供上

の留意点
	· てんかん発作がいつ起こるかわからないので、常にそばについていることが必要。

· 入浴中の発作が多く、溺水に留意する。また、転倒による怪我を防ぐ。

· 自分から要求をあまり出さないため、本人の話をじっくり聞く時間を設け、支援が本人の意思にあったものになるようにする。

· 自立にむけてさまざまな経験が出来るよう、利用内容を充分話し合う。
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